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本発表の骨子

• 名詞修飾表現の分析に関わるタイ語の特徴

修飾される要素が先、修飾する要素が後

名詞句のみで名詞述語が成り立つ

文法範疇は存在しない

句 節 文といった統語単位が曖昧句、節、文といった統語単位が曖昧

統語的基準による品詞分類

多義語/多機能語が多い

生産的な語形成の方法は（重複を含む）合成

• タイ語の名詞修飾要素の分類

• 名詞修飾要素の機能特性の違い

• 名詞修飾表現の体系化
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修飾される要素が先、
修飾する要素が後

名詞修飾表現の構成素の基本的な並び順は
「主名詞（句）, 修飾要素」。
phaasǎa thay
言語 タイ
‘タイ語’タイ語

量詞を修飾要素とする形式
「量詞, 主名詞（句）」は例外的。
thúk thîi
各々の 土地
‘各地’
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名詞句のみで名詞述語が成り立つ

(1) (ni ̂i)  náŋsɯ̌ɯ
(これ) 本
‘(これは)本だ’

繋辞copula（動詞pen, 接続詞khɯɯ）は非必須。
繋辞を使うと 話者の認定や言い直しの表現になる繋辞を使うと、話者の認定や言い直しの表現になる。

(2) (nîi)  pen  náŋsɯ̌ɯ
(これ) 繋辞 本
‘(これは)本だ[と認定する]’

(3) (nîi)  khɯɯ náŋsɯ̌ɯ
(これ) 繋辞 本
‘(これは)[即ち]本だ’
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文法範疇は存在しない

• 動詞には定形性finitenessの形態的区別（定動
詞/不定動詞の区別）がなく、定形性の必須標識
もない。

• 名詞には定性definitenessの形態的区別（定名
詞 不定名詞 区別）がなく 定性 必須標識も詞/不定名詞の区別）がなく、定性の必須標識も
ない。

• いわゆる文法範疇概念の値の明示化は必須で
はない。規則的に表し分けなければならない機
能的意味の体系（文法範疇grammatical 
categories）は存在しない。
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句、節、文といった統語単位が曖昧

• 動詞には必須項がない。定形性の必須標識
もない。

• しかしアスペクト標識やモダリティ標識が生起
し得ない節は断定性assertivenessの程度がし得ない節は断定性assertivenessの程度が
低い「非定形non‐finite」 （Givón 1990: 852–864; 
Bisang 2007: 118）と考えてよい。

• 断定性/定形性が高く文らしさの度合いが高
い節にはアスペクト標識やモダリティ標識が
無理なく生起する。
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統語的基準による品詞分類
（ประสิทธ์ิรัฐสินธ์ุ 2010）

１．動詞: +[NEG__] 

２．名詞: ‐[NEG__], +[__V], +[V__], +[P__], +[__AJ]

３．形容詞: ‐[NEG__], +[N__]

４ 前置詞 [ ] { [ N] / [ V]}４．前置詞: ‐[NEG__], {+[__N] / +[__V]}

５．副詞: ‐[NEG__], {+[__V] / +[V__]}

６．接続詞: ‐[NEG__], {+[N__N] / +[V__V] / +[P__P]}

７．量詞: ‐[NEG__], +[__N], ‐[V__], ‐[__V], ‐[P__]

８．小辞: ‐[NEG__], +[//___], +[__#]
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多義語/多機能語が多い

例えば、指示詞 ni ̂iは3つの品詞にまたがる。
(a) 名詞 ‘これ’

น่ีก็เทา่กบัวา่ฉนัผิดใชไ่หม
‘これはつまり私が間違ったも同然と言いたいんでしょ？’

(b)形容詞 ‘この’(b) 形容詞 この

หนงัสือน่ีไมใ่ชข่องฉนั
‘この本は私のではない’

(c) 主題を標示したり聞き手の興味を喚起したりする小辞

รู้สกึวา่เด็กในกรุงน่ี ทา่ทา่งนา่กลวั
‘都会の子ってのは態度が恐ろしい’
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生産的な語形成：合成compounding
（重複reduplicationを含む）

複合語compounds （重複語/畳語reduplicatesを含む）の例

複合動詞 líaŋ‐duu (養う‐見る) ‘養育する’

複合名詞 mɛɛ̂‐nám (母‐水) ‘川’複合名詞 mɛɛ nám (母 水) 川

複合形容詞 dii‐dii (良い‐良い) ‘普通の、陳腐な’

複合前置詞 khâŋ‐nay (～の脇に‐～の中に) ‘～の内側に’

複合副詞 cháa‐cháa (遅い‐遅い) ‘ゆっくり’

複合接続詞 tɛ̀ɛ‐wâa (逆接接続詞‐補語節化形式) ‘しかしながら’

複合量詞 phiaŋ‐khɛɛ̂ (ただ～だけ‐たった～だけ) ‘～だけ’

複合小辞 rɯ̌ɯ‐kháɂ (疑念小辞‐待遇小辞) ‘～のですか’
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複合名詞の種類
（Singnoi 2000, สิงห์นอ้ย2005）

1. 単純な複合名詞

(a) N‐Nタイプ

(a1) 主従型（Head‐Modifier）

(a2)等位型（coordinate）(a2) 等位型（coordinate）

(b) V‐Vタイプ

(c) VとNから成るタイプ（synthetic）

2. 複雑な複合名詞

3. 複合名詞と関係節構文の中間タイプ
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単純な複合名詞

(a) N‐Nタイプ
(a1) 主従型 dɔ̀ɔk klàap

花 バラ
‘バラの花’

(a2) 等位型 ŋәn thɔɔŋ
銀 金銀 金
‘お金’

(b) V‐Vタイプ phim dìit
タイプする 弾く
‘タイプライター’

(c) VとNから成るタイプ khon khàp
人 駆る
‘運転手’
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複雑な複合名詞

(4)  [N [N N]N]N
[thaaŋ [máa laay]] 

[道 [馬模様]シマウマ]横断歩道

‘横断歩道’横断歩道

(5)  [[N V]N [V [N [N V]N]N]VP]N
[[rooŋ rian][sɔɔ̌n [khon [taa bɔ̀ɔt]]]] 

[[館学ぶ]学校 [教える [人 [目盲だ]盲目]盲人]盲人に教える]盲学校

‘盲学校’

12
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複合名詞と関係節構文の中間タイプ

(6) 慣用的職業概念を表す複合名詞
[khon [khàp rót]]
[人 [駆る 車]]
‘運転手’

• 「毎日車を運転する」といった副詞修飾や「車を運転し楽曲を聴く」
とい た動詞句の連接が不可能 統語的制約が強いといった動詞句の連接が不可能。統語的制約が強い
（Savetamalya 1999: 642–645） 。

• 正真正銘の複合名詞（例：[khon dii] ‘善人’）と裸の関係節構文
（例：[khoni [Øi rák rót]] ‘車を愛する人’）の中間タイプ。

(7) khâaw nǐaw
米 粘っこい
‘もち米’ / ‘粘っこい米’ / ‘米は粘っこい’
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名詞修飾要素の分類

• 単純形式： 単一形態素、句
①名詞[句]（類別詞句を含む）
②動詞[句]
③形容詞（指示詞、疑問詞、その他の限定詞を含む）
④量詞④ 詞
⑤前置詞句

• 複雑形式： 連体修飾節
（＝名詞化された節、名詞節clausal noun）

⑥関係節： 主名詞句が節内の動詞と文法的関係を持つ
⑦名詞補語節： 何ら文法的関係を持たない
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名詞修飾要素の用法分布

名詞修飾表現に含まれ得る
修飾要素の種類

言及機能：
名詞句用法

連体機能：
修飾用法

叙述機能：
述語用法

単純
形式

名詞(句) √ √ √ （名詞述語）

類別詞句（名詞句の1種） √ √ √ （名詞述語）

動詞(句) √ √動詞(句)  √ √

形容詞 √

指示詞（形容詞の1種） √

量詞 √

前置詞句 √

複雑
形式

関係節 √ （名詞節） √

名詞補語節 √ （名詞節） √
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名詞（句）

(8) [plaa klɯ̀a]

[fish salt]

塩干しの魚

(9) [plaa [si ̌i dɛɛŋ]]

[fish [color be.red]]

赤色の魚
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動詞（句）

(10) [khon sǔay]

[person be.beautiful]

美しい人

(11) [khruu [ｓɔɔ̌n phaasǎa]]

[teacher [teach language]]

言語を教える教師、語学教師

17

形容詞（各種限定詞を含む）

(12) [plaa tàaŋ‐tàaŋ]
[fish  various]
様々な魚

(13) [plaa níi]
[fish  this]
この魚

(14) [khon ɂɯ̀ɯn]
[person  other]
他の人

18
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量詞

(15) [kɯ̀ŋ satawát]

[half century]

半世紀

(16) [tháŋ bâan]

[whole house]

家中
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前置詞句

(17) [khɔ̌ɔŋ khwǎn [sǎmràp thәә]]

[present  [for  PRON]]

あなたへの贈り物

(18) [plaa [khɔɔ̌ŋ chán]]

[fish [GEN  PRON]]

私の魚
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類別詞句（名詞句の1種）

(19) [plaa [sɔɔ̌ŋ tua]] 

[fish  [two CLF]]

二匹の魚

(20) [plaa [tua lék]]

[fish  [CLF be.small]]

小さい（ほうの）魚
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等位の修飾要素の順番は変わり得る

(21) [plaa [tua lék]  [sɔɔ̌ŋ tua]]
[fish  [CLF  be.small] [two  CLF]]
二匹の小さい魚

(22) [plaa [sɔɔ̌ŋ tua]  [tua lék]]
[fish [two CLF] [CLF be small]][fish  [two  CLF]  [CLF  be.small]]
小さい二匹の魚

(23)[plaa‐thɔɔŋj {[thîi chán chɔɔ̂p duu Øj] / [sɔɔ̌ŋ tua] / [khɔɔ̌ŋ phɔɔ̂] / [nay ɂàaŋ]}] nán
[fish‐gold {[REL PRON like see] / [two CLS] / [GEN father] / [in watertank]}] that

その[{私が観るのが好きな / 二匹の / 父の / 水槽の中の} 金魚]

（{  }の中の並び順は変わり得る）
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関係節

• 主名詞句が節内の動詞と統語的関係（主語や目的語などの文法
的関係）を持つ。

1. 関係節化形式relativizerを含む関係節

1.1.  thîi（名詞節化形式clausal nominalizer）を使う。制限的にも非

制限的にも使えるが、タイ語の関係節は一般に非制限的用法が制限 も使 る 、タ 語 関係節 般 非制限 用法
多い（Suktrakul 1975: 106）。

1.2.  sɯ̂ŋ（非制限的関係節化形式non‐restrictive relativizer）を使う
（กลุละวณิชย์ 2006: 50）。主名詞句は、通常、定性definitenessの程度
が高い（เยาวพฒัน์ 2008: 207）。

1.3.  ɂan（類別詞classifier）を使う。現代タイ語では生起頻度が低
い。文語的。主名詞句の指示物は無生物。類別詞と共起しない。

2. 関係節化形式を含まない裸の関係節

23

関係節

• 関係節構文の構成素の生起順序

「主名詞句 + (類別詞) + {/thîi/sɯ̂ŋ/ɂan} + 関係
節」

• 関係節の外に主名詞句がありexternal head 主• 関係節の外に主名詞句がありexternal‐head 、主
名詞句の後ろに関係節が置かれる postnominal
タイプ（Keenan 1985, Lehmann 1986）。

• 類別詞があると、主名詞句の指示物はより具体
的な個体として解釈される（高橋2011: 256）。

24
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関係節

(24) thîi関係節構文
dèki [thîi i càɂ maa sǎay]]
child [REL IRR come be.late]]
遅れて来る子供 （子供↔遅れて来るもの）

(25) sɯ̂ŋ関係節構文
dèki [sɯ̂ŋ i càɂ maa sǎay]]
child [REL IRR come be.late]]
遅れて来る子供 （子供←それは遅れて来る）

(26) 裸の関係節構文
dèki [ i maa sǎay]
child [ come be.late]
遅れて来る子供 （遅刻児童：遅刻する子供一般）
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関係節

• 関係節化形式を含む関係節は、話者のモダリティ解釈やアスペク
ト解釈を明示化し得る。断定性assertiveness/定形性finitenessが高
い。

• 関係節化標識のない裸の関係節は、話者のモダリティ解釈やアス
ペクト解釈を明示化し得ない。断定性/定形性が低い。

(27) 裸の関係節構文
# dèki [ i càɂ maa sǎay]
child[ IRR come be.late]
（意図する意味）遅れて来る子供
（「子供は遅れて来る」という叙述文に解釈される）
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関係節

• 関係節の中に主名詞句を指示する形式が入らない空所方略を使
うことが多いが、口語では主名詞句を指示する代名詞が入る代名
詞残存方略も使う（Yaowapat 2005）。

(28)空所方略gap strategy 
á ̌ [thîi khá ̀ k  ]náŋsɯ̌ɯi [thîi kháw cɛ̀ɛk i]

book [REL PRON distribute ]
彼らが配る本

(29)代名詞残存方略pronoun retention strategy 
náŋsɯ̌ɯi [thîi kháw cɛ̀ɛk mani]
book [REL PRON distribute PRON]
彼らが(それを)配る本
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関係節

• 名詞句接近度階層Noun Phrase Accessibility Hierarchy
（Keenan and Comrie 1977）の最上位にある最も修飾され
やすい主格名詞句Subjectから最下位にある最も修飾され
にくい比較対象物格名詞句Object of Comparisonまで、全
ての格の名詞句が修飾され得る（Sornhiran 1978: 144–145ての格の名詞句が修飾され得る（Sornhiran 1978: 144 145, 
Yaowapat and Prasithrathsint 2008）

(30) 比較対象物格名詞句Object of Comparison
khoni [thîi chán kèŋ kwàa i]
person [REL PRON be.smart than          ]
私が（その人）より上手い人
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関係節構文の各タイプの特徴
（高橋2011: 272）

• thîi関係節は、主名詞句を制限的に修飾する（指示領域を制限す

る）こともあれば、非制限的に修飾する（情報を付加する）こともあ
る。補足的言い換えに似ている。話し手が意図した特定の指示物
の顕著な特徴（特筆性noteworthiness (Ionin 2006)）を表現する。

• sɯ̂ŋ関係節は、主名詞句を非制限的に修飾する（情報を付加す
る）。主名詞句を主題とし、その主題について評言を添える。

• 裸の関係節は、複合名詞の構成素と同様、常に非定形で、話し手
によるアスペクト解釈やモダリティ解釈を明示化できない。かなり
慣用化され固定化された紋切り型の概念（抽象レベルの類型的概
念として定着している概念）を表すのに適している。

29

関係節構文の各タイプの特徴

• thîi関係節構文

「特定名詞句」と「特筆的内容を添える名詞句」と
いう2つの構成素が並列関係で結ばれた構文。

• sɯ̂ŋ関係節構文ŋ

「主題名詞句」と「評言補文節」という2つの構成
素が弱い従属関係で結ばれた構文。

• 裸の関係節構文

話し手のアスペクト解釈やモダリティ解釈を含み
得ない複合名詞に近い構文。

30
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関係節構文の各タイプの特徴

• thîi関係節は自立度が高く、主名詞句との結び付きが弱い
ため、間に副詞類の挿入を許す。

(31) [lǎay lêm]i thii‐diaw [thîi i sanùk]
[many CLF] quite [REL be.enjoyable]
面白いまったくもって多くの本（多くの本↔面白いもの）面白いまったくもって多くの本（多くの本↔面白いもの）

• sɯ̂ŋ関係節は自立度が弱く、主名詞句との結び付きが強
いため、間に副詞類の挿入を許さない。

(32) * [lǎay lêm]i thii‐diaw [sɯ̂ŋ i sanùk]
[many CLF] quite [REL be.enjoyable]
（意図する意味）面白いまったくもって多くの本

31

名詞補語節

• 主名詞句が節内の動詞と何ら文法的関係を持たない
（Givón 1990: 509, 645–698; Kullavanijaya 2008: 448）。

• 外の関係（内容補充的修飾）（寺村1992: 192–205）を表す。

ふつうの内容補充（例：「太郎が結婚している（という）事
実」の他 相対的補充（例 「先頭集団が走っている前」「火実」の他、相対的補充（例：「先頭集団が走っている前」「火
事が広がった原因」）も表し得る。

• 名詞補語節構文に生起可能な構成素の生起順序：「主名
詞句 + thîi + 名詞補語節」

• 通常、名詞補語節化形式noun complementizerが必要。現
代タイ語ではthîi（名詞節化形式clausal nominalizer）を使う。
類別詞と共起しない。

32

名詞補語節

(33) ふつうの内容補充
rɯ̂aŋ [thîi kháw mii khrɔɔ̂p‐khrɯa lɛɛ́w]
story/fact [COMP PRON exist family PFV]
彼にはすでに家族があるという{話/事実}

(34) 相対的補充
sǎahèet [thîi kháw tɔŋ̂ dәәn‐thaaŋ pay
cause [COMP PRON must travel go
kruŋ‐thêep]
Bangkok]
彼がバンコクに行かなければならなかった原因
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まとめ
タイ語の名詞修飾要素の機能体系

↑
一
般
的

修

↑

単
純

な
形

複合語 〈紋切り型のモノ概念〉

「名詞＋名詞/動詞」e.g.(8)(10)
主名詞の指示物は類型概念として一般化されたもの。
《一般的分類としての修飾》

「名詞句＋形容詞/前置詞句/類別詞句」「量詞＋名詞句」e.g.(12)(15)(17)(19)修
飾

個
別
的

修
飾
↓

式

複
雑

な
形
式
↓

g ( )( )( )( )
話者の見方が反映される。
《ある基準や図式を背景にして相対的に描写するための修飾》

「名詞句＋指示詞/疑問詞/その他の限定詞」e.g.(13)(14)
主名詞句の指示物は当該談話文脈の中で同定できる具体的なもの。
《限定するための修飾》

「名詞句＋(類別詞)＋{/thîi}＋節」e.g.(26) 《限定するための修飾》
「名詞句＋(類別詞)＋{thîi/sɯ̂ŋ}＋節」e.g.(25)(33) 《情報を付加するための修飾》

主題＋評言 〈話者の主観的把握〉
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